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器(ICD)は推奨されていないのが現状です.そこで VF-OHCA 患者の,死亡率および ICD の有用性
に関して検討した. 
当院に救急搬送された 2248 例の VF-OHCA 患者のうち,蘇生した 110 例に関して検討した.110
例を ICD 群(n=71)と非 ICD 群(n=39)に分類し,また VF-OHCA の原因として急性冠症候群等の可
逆性疾患(n=70)と不可逆性疾患(n=40)とに分類し,2 群間の特性,死亡率,ICD の適切作動に関
して 調べた .ICD の植込みは可逆性疾患に比べて不可逆性疾患で有意に多く認めた
(P=0.03).ICD群は非 ICD群と比較して有意に全死亡率,心臓死を減少させた(ともに P=0.001).
特に虚血性心疾患においては有意に心臓死を減少させた(P=0.04).可逆性疾患で ICD の植込み
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